波動説明器

波というと，とかく難しく考えてしまいがち。波動説明器を作って，波の波形を観察してみよう。

材料：A4サイズのクリアファイルを透明1枚，不透明なもの1枚
工作：A4サイズの不透明なクリアファイルを台紙にします。横置きにし，これの中央に基準線を入れます。この基準線を中心に，上下に5㎝ずつ10㎝程度の切れ込みを入れます。そして，1周期と1/4，つまり10目盛を基準線に描き込みます。次に，透明なクリアファイルを10㎝の幅に切り波動定規とします。台紙の切り口に波動定規を差し込み，1周期のサイズにあわせて，サイン波を描きます。これで，波動説明器の完成です！
[image: ]
実験：
1． 波動定規を，台紙の上で，1/8周期ずつ引き抜いていきます。
2． 1周期と1/4だけ，波動定規を移動させ，波の伝搬の様子を観察しましょう。
解説：








　原点での波動を，とするとし，周期を８秒としましょう。速度〔m/s〕とすると，1目盛横の位置はです。ここには1秒後に波動が伝わってきますので，原点での振動を1秒遅らせて，となります。同じく2目盛横の位置では，となり，3目盛横の位置では，です。それでは，任意のxではどのような式になるでしょうか？速度がvなので，時間の遅れはです。したがって，となります。

　もし，原点での振動が，であれば，任意のxでは，

	

[bookmark: _GoBack]	　∴　
となります。
[image: ]
　上図のように，波動の振幅の最大値の部分を「山」，最小値の部分を「谷」といいます。

　隣り合う山から山あるいは谷から谷の長さを波長といいます。速度をvとすると，１周期の間に，波動が進む距離が波長λなので，


　　∴　
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材料


：


A4


サイズ


の


クリア


ファイル


を


透明


1


枚，


不透明


な


も


の


1


枚


 


工作


：


A4


サイズ


の


不透明


な


クリア


ファイル


を


台紙


に


し


ま


す。


横


置


き


に


し，


こ


れ


の


中央


に


基準線


を


入


れ


ま


す


。


こ


の


基準線


を


中心


に


，


上下


に


5


�p


ず


つ


10


�p


程度


の


切れ込


み


を


入


れ


ま


す


。


そ


し


て，


1


周期


と


1/4


，


つ


ま


り


10


目盛


を


基準線


に


描


き


込


み


ま


す。


次


に


，


透明


な


クリアファ


イル


を


10


�p


の


幅


に


切


り


波動


定規


と


し


ま


す


。


台紙


の


切り口


に


波動


定


規


を


差し込


み


，


1


周期


の


サイズ


にあ


わ


せ


て，


サイン


波


を


描


き


ま


す


。


こ


れ


で，


波動


説明器


の


完成


で


す！


 


 


実験


：


 


１．


 


波動


定規


を，


台紙


の


上


で，


1/8


周期


ず


つ


引き抜


い


て


い


き


ま


す。


 


２．


 


1


周期


と


1/4


だ


け，


波動


定規


を


移動


さ


せ，


波


の


伝搬


の


様子


を


観察


し


ま


しょう。


 




波動 説明 器     波 と いう と ， と か く 難 し く 考 え て し ま い が ち。 波動 説明 器 を 作 って ， 波 の 波形 を 観察 し て み よう。     材料 ： A4 サイズ の クリア ファイル を 透明 1 枚， 不透明 な も の 1 枚   工作 ： A4 サイズ の 不透明 な クリア ファイル を 台紙 に し ま す。 横 置 き に し， こ れ の 中央 に 基準線 を 入 れ ま す 。 こ の 基準線 を 中心 に ， 上下 に 5 ㎝ ず つ 10 ㎝ 程度 の 切れ込 み を 入 れ ま す 。 そ し て， 1 周期 と 1/4 ， つ ま り 10 目盛 を 基準線 に 描 き 込 み ま す。 次 に ， 透明 な クリアファ イル を 10 ㎝ の 幅 に 切 り 波動 定規 と し ま す 。 台紙 の 切り口 に 波動 定 規 を 差し込 み ， 1 周期 の サイズ にあ わ せ て， サイン 波 を 描 き ま す 。 こ れ で， 波動 説明器 の 完成 で す！     実験 ：   １．   波動 定規 を， 台紙 の 上 で， 1/8 周期 ず つ 引き抜 い て い き ま す。   ２．   1 周期 と 1/4 だ け， 波動 定規 を 移動 さ せ， 波 の 伝搬 の 様子 を 観察 し ま しょう。  

